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Summary

Responseofthemalealmond moth Cadra

cauEelLaWalkertothesexpheromonewastested

bythefollowingtwomethods:

Method1-Unmatedmalemothswerereleased

inaclosedroom (100×150cm,160cm inheight,
2.4m3) wheresticky pheromone traps were

placedonpositionsAandBasshowninFig.1.

Method2-Thepheromonewasintroduced by

airstream intoaglasstubeinwllichunmated

malemothswereconfined (Fig.2). Response

ofthemalemothswasclassedastoa)wing

fluttering,b)orientation,andc)attraction.

Thecrudeextractionfromvirginfemalemoths

sl10Wedstrongactivity ofattraction to male

mothsbybothmethods,andtheactivityincreased

withtheamountoftheextractapplied.Onthe

contrary,synthesizedpuresexpheromone,cl'S-9.

iyans-121tetradecadienylacetate,Showedthesame

resultsasthecrudeextractbymethod2,butit

didnotshowattractivenessbymethod1when

theamountofthepheromoneexceededacertain

level.

Morerapiddecreaseinactivityofattraction

tomalemothswasobservedonthesynthesized

pheromonethan on the crude extractfrom

females.

FecundityoLandHatchoEEggsfromMulberryLeafBeetle,FLeutfauxiaaTmataJlaly
(Col..Chry80melidac),TreatedwithThiotepa,Metepa,Tepa,and llempa.MasakiIBA

(Kansailiranch,TheSericulturalExperimentStation,Ayabe,Kyot0-623)andChisatoHIRANO

(CllCmiStryDepartment,TheSericulturalExperimentStat'LOn,Suginami,Toky0-166)★Rcceivcd

April24.1972.BoLyu･Kagaku,37,601972.(withEnglishSummary66)

10･クワハムシにたいする Thiotepa,Metepa,Tepa および IIempa の不妊化作用糊
伊庭正樹 (誠糸試験場Bg西支場)平野千里 (表糸試験吸化学部)★47.4.24受皿

クワハムシ雌雄成虫に thiotepa,metepa,tepaおよびhempaの希釈枚をPLE或したクワ井を与え,

それらの不妊化効果を検討した.雄成虫を処理して,如処理雌成虫と交尾させた災駿では,thiotepa

(0.01%以上),metepa(0.05%以上),tepa(0.025%以上)で幼い不妊化効果がみられた. これら

の効果は,主として貯化率の低下として観察され. 処軌こよって誘発された杓子核の炎常が原凶と

なったものと推定される.一方,hempaは4%紋明滅区でも堆成虫にたいして不妊化作用をいこな

い.
既交は噸成虫を処理した場合には,thiotepa(0,002%以上),metepa(0.2,%以上),tepa(0.05I

%以上)で地力な不妊化琴束がみられた. これらの不妊化効果は. 卵虫の発育抑制による産卵数の

氾少と,卵における発育異常の祝合された純米と考えられる.Hempa処理でも4%区ではいちじる

しい産卵数の滅少がみられたが,座下卵の卿化率は高く. 卵そのものにたいする特兵的な膨弓削まな
いものと考えられる.

クワEurt虫の放出剤による防除は.班IT]薬剤のカイコ

にたいする砧性,とくに班留iu性への配慮から.兆剤

の種斑や班用時期に少なからぬ制WJ-を受けており,天

敵の導入,誘殻法,不妊化法などをとり入れた,いわゆ

る総合防除技術体系の確立がいそがれている現状であ

る.本文はこのような背景のもとに,養蚕碩域におけ

る化学不妊剤の利用可石の目安を得るためおこなった
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火映の一部であり,クワハムシ FLeuh'auxl'aal･maLa

にたいして4位の既知化学不妊剤を経口的に投与し.

★Presentaddress:PesticideResearch Labora･

tory,KochiUniversity,Nangoku･shi,Kochi-

783. 現在:高知大学g呈学部.
I+本報の一部は日本蚕糸学会節38回学術訴班会にわ

いて講演した.
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それらの不妊効果を調査した結果である.

アジ1)ジン系化合物を中心とするいわゆる化学不妊

剤の有効性の検討は.はじめ主として双砲口の入荷t.7f

虫を対象におこなわれたが.その後nf乍物rJfdlもとり

上げられるようになり,企肌性･m細目-.1:･dlとしては,
テントウムシグマシ】'2),マメコガが'1),ハムシ加 8-J),

ゾウムシm9-17)などで研光が進められている. とくに

ワクゾウムシAntlLOnOmlLSgrandl'Sでは,叩なる不

妊効只の検討T_.'けにとどまらず.山体円における不妊

剤の代肘8･11),処理山の生別iI!の形僧学的 ･紐綴学的

槻貯 o･21),交尾行動に関連した調査22,23),さらに小規

校の野外試験2レ26)までおこなわれている.

本実験実施にあたり,供試薬剤を分託して下さった

凸業技術研究所 践川勝技官.ならびに種 御々使宜を

はかられた蚕糸試験場 剃 由実 ･安村作郎両技官に厚
くお礼巾し上げる.

材料と方法

鵬試不妊化薬剤 :化学不妊剤として.下記の4化合

物を用いた.

Thiotepa:Tris⊂1-(2-methyl)aziridinylコ

phosphinesulfide (テスパミン⑧注射

牧)

Metepa :Tris⊂1-(2-methyl)aziridinyl〕

phosphincoxide(純度95%)

Tepa :Tris(1-aziridinyl)phosphineoxide

(純度80%)

Hempa :Tris(dimethylamino)phosplline

oxide(純度98%)

これらのうち thiotepaは注射用アンプルのまま室

温下に,また metepa以下3手引ま密栓した褐色ビン

に入れ5oCの冷蔵卵内にそれぞれ保存･し,使mのつ

ど,茶油水で所定の限度に希釈したこ
供試dl:突験供試昆虫は,羽化iEi後のクワハムシ

FteuLf'auxiL7aYmataBALY である.碓成虫処PI!の実

験では,4月下旬に発生の多いクワ園の地衣にビニー

ルネット製のトラップを設田して.末交尾の雌雄成虫

を採袋し,雌雄を分け,供試した.また雌成虫処理の

突験では,同じ頃にクワ樹上で交EB中の雌雄を托災し,
雌のみをtlt試した.

不妊化処耶方法 :tJt試水剤は経口的に授与した.す

なわち郡2,3閃7jSJ卯の許が放桐rlLLした約10cm良

のクワ枝.または鉢肌えのクワ災生･:Tt汀に,羽撃せけ1校の

各黙刑希釈紋を.十分捕れる程度に噴霧した.即吃後,
伐採枝の切付 土砂挿しして,また鉢植えの場合は鉢の

まま,飼Tfmに入れ 成虫を5-8日間放飼すろこと

により.薬剤の付TItしたクワ菜を食下させた.このよ

うにして柑た仰雌 を処En雄成虫,または処理確成虫と

してとり扱った.

飼TfおよびImrc方法 :印成虫処理の場合には,処理

IJE成虫を米交fi仰処FP.雌成dl耶とともに飼育郡内に放
飼してI'1両に交Taさせた.交Fiを仰認した雌雄は,た

だちに1対ずつ,拭映hL7 (2)く20cm)に移し,榊処q_ク

ワ115を与えて30-50川7fJ.1対円をおこない.試験管
北部にあらかじめ入れてわいたこ1二蛾Itlに砧卵させた.

稚卵I71の土塊としては.卯の.7n別計数がrB易かつ正確
におこなえるよう,20メッシュの分析用ふるいを通し

た囚依田火山灰土を用い,乾燥による在下卵の死亡を

防ぐため適宜水滴で祁氾した.

産下卵は,成虫の飼育が終了してからさらに約50日

間放田した後,実体顕微鏡下で土と分離し,産卵数と

貯化卵故を調査した.このようにして各処理区ごとに

貯化率を群山し.さらに次式27)にしたがって不妊化率

を求めた.

不附 抑 %)-畢 ×100
V1--無処Fr!区の平均卵化卵放

V2-･･･各処叩区の平均捌 ヒ卵放
また既交信雌成虫に水剤処Fn.クワrA'Sを食下させた突
験では,処刑!確成虫を1mずつ試験門に移し.雄成虫
処W.区と同様に柁卵させ,押下卯の耳削ヒ状僧を.調べた.

でおこなった.それぞれの火鰍 こよって舛なる条件は,

以下そのつど記す.

乗取括果

(1)碓成山にたいする不妊化効果 1

末交侶雄成虫にたいする thiotepa (供試洪皮聴田
0.02-0.001%),metepa(0.2-0.025%),tepa(0･2

-0.0125%),および hempa(4.0-0･25%)の不妊

化効果を検討した.

Thiotepaを用いた実験は1966年におこない,各洪

度の薬剤希釈紋を噴霧したクワ燕を5日間食下させて

処理雄成虫を得,交尾後は15日間.雌雄1対符をおこ

なった後雄成虫を除き.雌成虫のみをさらに35日間飼

育し,この間におけろ純下卵を刑JTiした.
Metcpa.tepaおよび hcmpaを用いた火映は1967

印におこない,兆刑PLt誘クワlXtiを5即.Il食下させて処
Fll.雌成dlを札交Fi後は30円T.TTJ.雌雄1対円をおこな
い,この間のWi下卵を朋托した.

火映もlil王を那1滋および那2泌 こ示す.

交TaLf-J捌 :茶剤唄誘クワTjiを食下した堆成虫の.栄

交Ii雌成虫との交Ea行動には.いずれも異常は認めら

れなかった.ただし無処世碓成虫との間の交尾競争に

ついては,実験していない.

生存期間:処理班成虫の生存期間は,tepa高沢皮
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Table1. Fecundityandegg･viabilityofanormalfemalebeetle,after
conlinementlVitllamalebeetle一edmulberryleavessprayed

withdiEfcrentconcentrationsofthiotcpa.

% No.
concentration replicates ,e

s

%
ab
gg
.Ⅵ
e

還
n
.爪

S
an
gg
id

e
e
a

M
a+1
n

% %
contolof malemortality
reproduction★ after15days

0.02
0.01

0.004
0.002
0.001
Control

8

8

8

8

8

8

04

29

82

89
鉱

1

1

1

1
1
1

2

3

8

2
7
2

8

4
9
5

0

1

2

9

2

1

3
2

7

2
6

3

1
2
6

2

5
8

9

6

2

8

4
9

0

8

6

9

3
6

0

9

9

7
5

2

38

50

13
妨
63

5

I,oo'controlofreproduction--BIvT xlOO
Vl-thenumberofviableeggsperfemaleinacontrol,
V2-thenumberofviableeggsperfemaleinatesttreatment.

Table2. Fecundityandegg･viabilityoranormalfemalebeetle,afterconfinementwitha

malebeetlefedmulberryleavessprayedwithmetepa,tepa,orhempa.

re,Tco'.es no:;edagsngS EZTceehagengdS V!aiOob: lse rec,0,n.tiobi.C.?.fn To;nagdnCaVT!aylc

5

5

5

5

3
5

7
2

6

5

1
6

1

1
2

1

0

7

8

9

1

1

9

1
5

3

1

6

4
8

16

4
0

8

1

4
6

9

4

9
9

8

4

1

4

1

2

2
2

2

2

5

U･)
お

1

2

1
0
0
0

0

0
0
0

0

apeT
5

5

5

5

5

34

48

77
72

92

1

1
1
1

1

3

5

2
1

8

1

2

8

2

4
8
2
8

2

3
6

2
5
1
4

3
2

2

1

3

98
9
7

9
3

8
8

5
0

14
11
25

20

お

5

0
0
0

5

2

4
2
1

0

0

apmeH

Control

5

5

5

5

5

5

57
56

21
50

73

紛

1
1

1

1

1

1

4
5

0

5

0

7

4
5

2

3

7

7

1

1
1

1

1

1

7

4
2

0

2

3

91

99

99

卯

98

9

6

4

2

7
0

0

8

2

2

3

4

0

1
1

3

2

18

26

18

幻
17
幻

区 (0.1-0.2%)でやや短縮した以外は,とくに対照

区との(相に差はみられなかった.また処理雄成虫と交

FiLt=如処理雌成虫の生存期間は,各処理区とも対,q

区とのIl.Jに差はみられなかった.

産卵放 :Metepaおよび hempa処理区では.産卵

数と処班氾皮の間に一定の的励 まみられない.一万

thiotepaとtepa処理区では高波皮 (thiotepaでは

0.01-0.02%,tepaでは0.1-0.2%)で産卵数の娘

少する傾向が認められた.この一因は.これらの処理

区の雌成虫の一部が,比較的早く死亡してしまったこ

とによる.この死亡が雄成虫に投与された薬剤の影響

であろかどうかは明らかでないが,平均値でみる限り,
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これらの処理区の生存期間が短いということは決して

ない.したがって thiotepaとtepaを含めて.いず

れの薬剤による堆成虫処理も,供試した氾皮碓朗内で

は,産卵数には大きい藷饗を与えないといえよう.

紳化率 :Hempaを除く3薬剤で碓成虫を処現した

場合,産下卵の脚化率はいちじるしい低下を示した.
すなわち thiotepa0.01%以上,metepa0.05%以上.

tepa0.025%以上で,ほとんどの卵は僻化せず.さら

に thiotepa0.002%,metepa0.025%,tepa0.0125
%でも座下卵の約半数は貯化しなかった.これに反し,

hempaでは供試扱高氾皮4%においても.座下卵の
大部分が貯化した.
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不妊化串:Hempaを除く3薬剤で雄成虫を処理し

た切介,きわめて訪い不妊化効果がみられた.すなわ

ちthiotepaでは0.01%以上,metepaでは0.05%以

上.tcpaでは0.025,00/以上の各班皮で,不妊化科ま90

%あるいはそれ以上を示した.Hempaでも0.5%以

上の各駅班で10-30,%の不妊化平が和られたが.mTA:

との1LI'Jに比例的なLq係は認められなかった.

(2)蛾成虫にたいすろ不妊化効黙I

Tl'u火映でLIE成山にたいして不妊化効〃!のみられた

metcpaと tcpaを用い.不妊化効果の詳細.とくに

朽交Eaした場合の効果を小心に検討した.夫験は1968

坪におこない,処理濃度は而薬剤とも0.05%および

0.1%である.

薬剤噴霧クワ菜を7日間摂食させて得た処理堆成虫

杏,一且末交尾雌成虫と交尾させた後.再度別の末交

Fi雌成虫と交尾させた.それぞれの雌成虫を40日間胴

体別に飼ffL,その間におけろ産卵数とその卿 ヒ状闇

を調-1正した.紙架を郡3表に示す.
処現椛成虫の交Ta行動 :処EP_雌成虫の交尾行妄恥ま.

2回の交Fiを通じて,いずれの処理区でも.無処平坦雌

成虫と比較して邦'/桁はみられなかった.

産卵敷および卿 ヒ巧ミ:処刑蛾成虫と交尾した雌成虫

の産卵数は,放初に交fiLT:雌成虫も2同日に交尾し
た雌城山も,tJû したmIB:柑州内では雅邦の械矧こか
かわりなく.丸和.(t区と刀がなかった.さらに米交Ea雌
成山はほとんど邦卵しないことから7+て.処刑推成虫
は1't:企な交Fi他ノJをもっこと.またその約17･の皿軸性

はIT.I/l'IであろことがtLl=.定される.

-77,苑下卵の好化!糾ま,初阿交Tiの雌成虫でも.
2回El交EBの噸成虫でも.ともに10,00'以下であり.あ

さらかな不妊化効果が認められた.

川 雌成虫にたいする不妊化効果

Thiotepaを用いた実験は1966年におこない,既交

尾雌成虫に処理クワ頚を8日間食下させた後,50日間

試験管内で桐休飼育し.座下卵数および脚化状層を調

託した.また metepa,tepaおよび hempaを用い

た火映 (1967咋火舶)では,処理クワ辞を5日間食下

させた既交Ii雌成dLを.3頭ずつ1組として.30日間

試験管飼育し.成下卵を刑ifiした.結果を那4衣およ
び節5表に示す.

Table3･ Fecundityandegg･viabilityoftwonormalfemalebcctlcsmatedsueccssively,Witha

singlemalefedmulberryleavessprayedwithmctepaortcpa.

cc:nmcpe:n,Zrn,adtioannd 当anti,negm:reder ,e,Hco'.田 n;aeidngS n:?a7.cciahFncgdF 盈

Metepa 0.1

0.05

Tepa 0.1

0.05

sI

nd

sl

nd

1

2

1

2

I
d

t
d

s

∩

s

n

1

2

1

2

9 229 7 3.1
9 242 10 4.1

9 239 17 7.1

9 231 19 8.2

%
controlot
r叩rOduction

96.9

95.5

92.4

91.5

10 222 6 2.7 97.3

10 216 10 4.6 95.5

8 296 14 4.7 93.7

8 206 14 6.8 93.7

Contro1 10 228 223 97.8 0.0

Unmated 5 7 0 0

Table4. Fecundityandegg･Viabilityofamatedfcmalebeetlefed

mulberryleavessprayedwiththiotcpa.

Mean

concentration rcplicatcs nO･Cgがlaid

O.02 5 18

0.01 5 32

0.004 5 45

0.002 5 106

0.001 5 128

Contro1 5 224

% No.
Mean
nO.eggs
hatched

6

6

15

26

99

223

乳 _ __一一▲,撃,.A fcmalc,Ogvhble (:ontroloI
eggs reproduction

33.3

18.8

33.3

24.5

77.3

99.6

3

3

3

3

6

0

97

97

93

組

55

0

a一ter after
20days 50days

40

餌

20

20

0か

00

00
餌

20

餌

40

1

1
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Table5. Fecundityandegg･viabilityofamatedfemalebeetlefedmulberryleaves

sprayedwithmetepa,tepa,orhempa.

ccooTcpeo(n7g,r;atTonnd re,Fcoa･tes noTae:SdngS Eoa;ceeSg:gdS Via;oob:･se ,ec,0,n.t'a;iou.C.?!n "i?annngd:aevyTsyale
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il三存JDjF."A:碓IR虫処理の場合とは-)Wtlなり,雌成虫の
LLi存口数は.thiotepa0.01,%以上,metepa0.2%,
tcpa0.2,%,hempa4% (以上はいずれも供試最高氾

皮)の各区で.あさらかに短縮することが観察された.

匹下卵放および脚化率 :Thiotepa,metepaおよび

tepaで処FJ!したクワI班を企下した場合,既交尾雌成

虫の産卵数は.兆剤氾皮の上昇とともに急激に減少す

る.また hempa区でも供試扱高温度 (4%)で産卵

数が滅少した.このような産卵数の減少の原因は,一

部は雌成虫の生存日数の短縮にあるかもしれない.し

かし hempaを除き.生存日数の短縮がまったくみら

れない低温庇 (thiotepa0.(氾4%,metepa0.05%,
tepa0.025%)ですでにあさらかな産卵数の減少が認

められることから,tepa系3薬剤によって造卵能力

の紙下が心こっていると結論できよう.

脚化さ的まthiotepa0.002%以上,metepa0.05%

以上.tcpa0.05%以上の渋皮区で50%以下となり,

明瞭な膨甥がみられた.これに反し hempaでは,す
べての氾皮区で卵化率95,%以上を示し,座下卵の発育

はまったく好皆を受けていないことがわかる.

不妊化率 :不妊化率は供試した4兆剤とも,孤庇の

上昇とともに高くなる.とくにthiotepaでは0.004%
以上,metepaでは0.2%以上,tepaでは0.1%以上

の弧匿で90%以上の不妊化率が得られた. しかし

hempaでは供試扱高没度 4%でようやく70%の不妊

化率が得られるにとどまった.

64

考 察

クワハムシはクワ樹の発芽閲菜期にあたる4月中旬

ごろから,地中で羽化し,地上にあらわれる.雄成虫

の山矧 ま雌よりもはば1ま垣間早く,一方生存日数はあ

さらかに雄が短い.したがって田切における性比は,

羽化出現期前半には雄が多いが,叔盛糊をすぎろと雌

が多くなる的 .

本実験では.雄成虫処理区では羽化忠盛朋に採処し

た禾交尾雌雄成虫を,また雌成虫処理区では,同時期

に採鎖した既交尾雌成虫を供試した.野外の新鮮成虫

の個体数が多く,内容的には比較的多数の末交Fi堆戒

虫と比較的少数の既交尾雌雄成虫とで代表される時期

である.

クワ喜掛こ水浴紋として唄寂し,雄成虫に経口的に投

与した場合,thiotepaは0.01%以上.metepaは0.05

%以上 また tepaは0.025%以上で非常に高い不妊

化効果がみられた.さらに metepaとtepaに関して

は,処理碓成虫は初回の交尾だけでなく,末交Fi雌成

虫と再交尾させても,その不妊性が持統されているこ

とが示された.

一方碓成虫を不妊化させる氾虎姫田内で,処理堆成

虫の生存日数や交尾行動は何の雄蟹も受けない.捌細

目昆虫のうち,apholate処理のテントウムシグマシ

雌雄成虫l), クビポソハムシ碓成虫8), ハムシの1班

Diabrotfcaundecl'mbunctatahowardi雌雄成虫7),

アルファルファゾウ雌雄成虫17),apl10late あるいは
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tepa処即のワクゾウムシ雄成虫11･20), さらに apha･

mi°e.apholatcあるいは tepa処刑のプラムゾウム

シ雌封紙文虫lt･IJ).などでは多少とも死亡Tqlの上界が印

JLf_iされているが.クワハムシ椛成山では眺試した3化

仰勿とも‡Wl三はホきなかった.しかしながら一見JTl'iほ
にみえろ処刑!雌成dlが.佃処Fr!雌成山との交Ta歩兵ltHこ
十分T=えられるかどうかは.今後検討を繋する.

処珊雄成虫と交Fiした雌成虫の産卵数が,対照区と

ほとんど変らないことからみて,thiotepa,metepa,

tepaで不妊化された雄成虫においても精子の形成や

その活動性は正常であり,おそらく受精能力ももって

いるものと考えられる.そして不妊効果が主として座

下卵の不卿化として現われることを考えあわせると,

不妊化機構として稲子核における僚性致死変只の誘起

を推定することができる.

現在まで化学不妊剤の作用について研死されている

剛細目昆虫のうち,metepaで処理されたアズキゾウ

ムシ雄成虫では,クワハムシと同様に耶子核におけろ

慣性致死変只の誘発が推定されている29).一方ワタゾ

ウムシでは析n!発育の抑制や滅数分割巾 ･後Jg]におけ
る敗色質の行動jVrl'f20)や相子形成の只問とくに相原細

胞の壊死21)が観察されている.また apholate処FI!の

ハムシでは,正悶な杓子が形成されろが.生那付摘脱

の発育異1;'Eのため椛紋が分さ酋されず.交尾しても杓子

が雌血休円に送られないという7).

3和獄のアジリジン系化合物が強力な不妊化作FT]を

もつのに反し,分子巾にエチレンイミン苑をもたない

hempaはまったく効果がなかった.Hempaは tepa

ときわめてよく似た化学細道をもち,イエバエの雄成

虫にたいして tepaと同様に地力な不妊化作用をもつ

ことが示されて以来BD),多くの昆虫で試験されている

が. 興味あることに Muscasorbens31),Fannia

canlcularrs32･33),Anastrebhatudens34)など双週目
の告虫にT:いしてのみ不妊化効果 をもち,タバコガ

邦 36,3.･37),マイマイが 8),カイコ39),エンドウヒゲナ

ガアプラムシー0),カメムシの1種Oncoj)etLusfascia･

tusll),ワタゾウムシ11･1㌔25),マメコガが )などには.

ほとんどあるいはまったく不妊化作用を示さない.

アジ.)ジン系の3化合物は既交Fiのクワハムシ雌成

虫にたいしても,桃成虫にたいすろとほほ等しいmTB:
把【咽で不妊化効米を示した.たT.J椛成出処叩区とは5'4.

なり,処矧 こよって純卵放そのものが.あさらかに純

少する.ハムシのlf.T!DJ'abroltcaundecl'mJWnctala

llOZt'OrdJ'雌成吐lをapholateで処現した場合には,那

封!の発作が悪く,さらに卵架小管の大きさが小さく数

も少ないことが知られている7). クワハムシ雌成虫で

ち,卵核にわける優性致死変異の誘発というよりも,

卵Ll!の発I打の抑制が不妊化効果の主因になっている可

能性が大きいように想われる.もちろん処理区では座

下卵の好化串も対只.(l区にくらべて低いので,卵巣の発

Tfばかりでなく.卵の発生そのものも優性致死変異な

どの形I,P等を受けていることはあさらかである.なおマ

メコガネのITR交Ti碓成虫を tepa桁紋に浸漬した実験

からLaddら一)は,卯の不維化に必要な渋皮よりもず

っとLltい況IB:で.雌成dlLi:仰 こある相子が不妊化され
ると述べていろ.

lrjt交Fi雌成illを眺拭した火映で和黙されたもうひと

つの舛昧ある引火は.hempa処71It.でも田沢庇になる

とあさらかな産卵数の丸衣少がみられることである.忠

らく卵鎚の発育が抑制きれたためであろう.ただアジ

.)ジン系化合物の場合とは只.なり.在下卵の貯化串は

非荷に高いので,碓成虫処理の場合と同様に,hempa

によって特只的な不妊化は誘導されないものと推定で

きる.
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Sunmary

Todetermineeilectsorfourinsect-chemosteri･

lantsthiotepa,metepa,tepa,and hempa on

reproductionofFIeutiauxz'aarmata,adultbeetles

werefedmulberryleavessprayedwithaqueous

solutionsoftestchemicalsatdifferentconcentra･

tions.Malespecimenswereeffectivelysterilized

with0.01% tlliotepa,0.05% metepa,or0.025%

tepa.Eggsoinormalfemalebeetlespairedwith

thesemaleswere90% sterile,yetthelongevity

ofthetreatedmaleswasnotreduced.Sterilized

malesretainedtheirnormalmatingbehavior.

Whenmatedfemaleswerefedsprayedmull

berryleaves,theeggperfemaleandtheviability

oftheeggsreduced significantly.Ninetyper

centsterility(controlofreproduction)wasindu-

cedwith0.002%tbiotepa,0.2% metepa,or0.05

,% tepa.Longevityoftreatedfemaleswasslight1

1yreducedatthesterilizingconcentrations.

Thiotepa wasthe mosteffectivesterilizing

agentforbothsexes,thentepa,withmetepatlle

leasteffective.Hempa,administeredorallywith

mulberryleaves,hadnoeffectonreproduction

ofthisinsect,


